
冬になると目につく冬芽ですが、気温が低く、光合成などの活動が低

下する冬にはつくることはできません。冬芽は活動が盛んな夏ごろに

つくられます。春に向けた準備は、夏から始まっています。

冬芽や葉痕は植物によって形状が異なり、いろんな顔や形に見えてきます。

皆さんにはどのようにみえますか？

寒い冬は動物にとって厳しい季節になりますが、それは植物にとっても同じです。

秋に葉を落とす落葉樹も、１年中葉をつけている常緑樹も、冬の間は次の春に花や葉を芽吹かせる

準備として、芽をつけています。これを冬芽（とうが、ふゆめ）と呼びます。

今回は、この冬芽についてご紹介します。
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冬芽の形は大きく分けて、鱗のようなものに包まれている「鱗芽」と包

まれていない「裸芽」の２種類があります。さらに、寒さや乾燥から守る

ため、芽に細かい毛が生えていたり、粘液で覆われているものもあり、

植物によって異なります。

また、落葉樹の冬芽の近くには「葉痕」（葉がついていた痕）があり、そ

の形も様々です。
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